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2Kp-5　　　　　　若年女子腰部の三次元計測ならびに下衣の型紙設計への応用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大妻女大家政松山容子　○高原仁美

　目的：市販されているスカートやスラヅクス類|の身体適合については、サイズの面では改

　善かみられる。しかし、それらを着用した状態ではひきつれやたるみ。脇縫い目線のよじ
　れ等、型紙が着用者の体形に合っていないこと等を示す現象がみられ、型紙作製の面に問

　題が多いと思われる。そこで、本研究では、若い女性の体幹下半の平均的形状とその個体

　差を検討し、さらに、型紙設計への指針を得ようとした。

　方法・若年女子2 5名を対象･として、胴囲から大腿の中央位ま|での右斗々を非接触三次元
　計測法であるGRASP法により計測した。計測データから、横断面輪郭線を胴囲･腸稜・

　腹囲･腰囲･殿囲･股の高さ･大腿の各位置で描き、さらに横断面重合図・体表面展開図・シ

　ルエヅトを求め、それぞれの形状を解析した。

　鎧果: ①外包囲、つまり|体幹下半を布地でせん断変形を起こすことなく覆うのに必要な周
　径は、腰囲（転子外側点を通る水平周径）よりも平均で約7%長く、最大で12％、最小で２

　％長かった。その理由は、各断面が部分的に腰囲断面よりも外周にはみ出すためで、特に

　腹囲断面の前方へのはみ出しや殿部断面の後方へのはみ出しは全被験者で観察された。大
　腿部断面のはみ出しは、個人により前方･外側方･後方等様々である。②､体表面展開図にお

　けるウエストダーツは、量･長さとに後面が前面よりも大きい。これは、若年女子では、腹

　部が比較的平担であり、また腰椎の前寫と殿部の突出か明瞭なためと思われる。③前li･側
　面･後面のシルエット形状とウエストダーツ量の間には有意な関連が認められたか、その程

　度はシルエットの角度などからダーツ量を推定できる程のものではない。

2Kp－6 青年女子胴部体表面の分割基準線による体形の把握
一三重大教育　増田智恵　　　三重大教育○石富街子

【目的】　適合度の高い衣服型紙を設計するために(i,多数の人体形状を把握できる情報

が必要と考える。本研究では従来の衣服設計のための計測箇所を, 図形としての型紙作成

に反映するため，体表面の人体寸法計測のための基準線をブロックに分割して，体表面形

状を幾何学的に捉えることで体形を示す要因を抽出しようとした。

し方法】　青年女子110名（平均年齢20.1歳）の右胴部体表面の石膏体卜

その内面に基準線（ヨコ：肩線，乳頭位胸囲線，背屑幅線, 背幅線など　タテ：前正中線

乳頭線, 後正中線，肩甲線など）を設定した。タテ方向の基準線で前後の中央部，側部，

肢寓下部に分け，さらにヨコ方向の基準線で上下に分けて右胴部体表面をブa ンクに分割

して，ブロック別基準線の長さを測定した。まず，各ブロック別基準線の長さとその比奉

から体形を捉え。さらに多変量解析により人体形状の特徴を示す体形要因を抽出した。

【結果】　前中央部，前側部のブロック別基準線の長さで最大値を示したのは，ヨコ方向

では乳頭囲胸囲線.タテ方向では乳頭線で，いずれも乳頭点を通って乳房の膨らみを示す

基準線であった。後中央部では肩甲骨の膨らみを含む背幅線，後側部では背肩幅線が最大

値となり, 背肩幅線は後胴部において変動係数が大きく，個体差があることが伺えた。ブ

ロック別基準線の寸法からみた体つぎを示す主な体形要因は，タテ方向の基準線では

胴部の前と後の上下の比率と肩傾斜などを示す肩形状，ヨコ方向の基準線では屑部の幅,

胴部の前と後の幅の比率,また, 旅寓下部ではヨコ方向の腕付根下部の幅とタテ方向の腕

付根の位置などであった。タテとヨコ方向のブロック別基■m線で体表面形状を捉えること

によって, 胴部の体形の特徴を図形的イメージで捉えることができた。
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